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洋上風力指定状況

●促進区域

●有望な区域

●一定の準備段階
に進んでいる区域



洋上風力指定状況



ONE OF 洋上風力の運用上の課題

• 冬季風浪が激しい（北日本）

• 強い台風の来襲する確率が高い（九州）

• 自然環境の素晴らしい海域が多い、つまり自然を大切に

• 沿岸漁業の好適地が多い、地元の理解が大切

• 運用技術者の確保は大丈夫か？（大都市から遠い）



インテグレーションの必要性

• 最小限の常駐職員による地元運用

• 不具合の自動検知、遠隔修復機能

• 強力な集中管理による人材確保と運用コストの圧縮

• 環境モニタリングの強化

• メンテナンス体制とツールの充実



徹底的なIOT化

• 発電システム部分は既に構築されつつある

• 基盤施設部分と環境モニタリングは未整備

• 波力や地震動による構造への影響を知るセンサ

• 環境モニタリングのためのセンサ

• 波浪、潮流などの海象センサ、気象センサ

• 映像（水上、水中、自撮り）



ネットワークとソリューション

• センサ情報による自己点検/管理/報告

• 自己認識及び周辺環境認識によるアラート発信システム

• 一括集中管理のための運用センターと現地のネットワーク

• 現地入りのための作業船と運航管理のソリューション

• 飛行/水中ロボットによる現地作業のソリューション

• ロバスト性の高い情報通信のソリューション



沿海ビッグデータによる副次効果

• 気象データ

風向風速、気温、湿度、日照

• 海象データ

波高、流速プロファイル、水温

• 環境データ

水温、塩分濃度、栄養塩、魚探（水中音響）、水中背景音、気中背景音

• 映像データ

水上、水中、海底

役立つ、興味深い、楽しい、美しいコンテンツの材料となる
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技術上の外部連携の要点

• 構造評価設計関係（地盤、浮体含む）→港空研、海技研+民間

• 海象関係→港空研、海技研

• 点検作業手法とツール→海技研、港空研、民間（メーカー＋マリコン）

• 通信関係→電子研、民間

• センサ→民間との連携

• システム→海技研、電子研、港空研、民間（ベンダー）との連携

• アイデア、コンテンツ、ソリューション（副次効果分）→民間、大学



センサから
のデータ

構造関係
センサ

地盤関係センサ

海象・環境
関係センサ

クラウドにセンサデータ共有
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まとめ

• 洋上風力施設そのものに自己点検能力を持たす

• そのための構造部分へのIOT化を徹底して提案する

• これにより、センターでの集中管理と人材確保、コストダウンを実現

• ビッグデータの副次効果の魅力も追及

• 事業者にこれらの価値をわかってもらい、連携する

• プロジェクトのストーリーを発信し、民間、大学、他の研究機関と連携

• 事業者を含む仲間となって、資金の獲得を目指す


